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畜
産
も

リ
サ
イ
ク
ル
の
時
代
だ
！

資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
た
め
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど

様
々
な
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
ご
存

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
食
品
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
あ

り
、
平
成
十
三
年
五
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
環
境
を
守
る
た
め
、
食
品
メ
ー
カ

ー
や
小
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
で
き
る
だ
け
食

品
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。
出

た
食
品
廃
棄
物
は
肥
料
や
飼
料
、
油
脂
、
油
脂
製
品
、

メ
タ
ン
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
循
環
型
社
会
を
目
指

そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
消
費
者
に
も
無

駄
な
廃
棄
を
減
ら
す
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

食
品
産
業
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃
棄
物
は
四
十

九
％
し
か
再
生
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
大
部

分
は
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る

ゴ
ミ
の
三
分
の
一
は
食
べ
物
の
ゴ
ミ
で
す
。
そ
の
量

は
日
本
で
一
年
間
に
消
費
す
る
お
米
の
量
と
同
じ
で

す
。
日
本
は
食
料
の
六
十
％
を
外
国
か
ら
の
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
に
、
大
量
の
食
べ
物
も
捨
て
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
分
野
に
お
い
て
、
こ
の
捨
て
ら
れ
る
食
品
廃

棄
物
を
利
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
食
品
循
環
資
源
を
飼
料
化
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る
再

生
利
用
の
促
進
と
飼
料
自
給
率
の

向
上
に
よ
る
飼
料
費
低
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

●
食
品
循
環
資
源
飼
料
化
推
進
協

議
会
発
足

香
川
県
で
は
、
平
成
十
七
年
度

に
関
係
団
体
に
よ
る
食
品
循
環
資

源
飼
料
化
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
食
品
循
環
資
源
の
飼
料
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
当
場
で
も

平
成
十
七
年
度
か
ら
次
の
様
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

●
飼
料
化
試
験

飼
料
化
に
あ
た
り
安
全
性
、
品
質
、

安
定
供
給
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
飼
料
化
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

①
飼
料
化
の
可
能
性
調
査

県
内
の
食
品
関
連
事
業
所
か
ら

排
出
さ
れ
て
い
る
食
品
循
環
資
源

の
種
類
や
、
飼
料
の
原
料
と
し
て

利
用
可
能
か
ど
う
か
調
査
し
ま
す
。

②
飼
料
化
処
理

集
め
ら
れ
た
食
品
循
環
資
源
を

飼
料
化
処
理
し
ま
す
。
処
理
方
法

に
は
大
き
く
分
け
て
、
乾
燥
処
理

と
発
酵
処
理
が
あ
り
ま
す
。

当
場
で
は
、
乾
燥
処
理
を
選
択

し
て
い
ま
す
。

③
飼
料
製
造

乾
燥
処
理
後
成
分
分
析
し
、
飼
料

原
料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

④
飼
料
安
全
試
験

製
造
し
た
飼
料
が
家
畜
に
と
っ
て

安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

⑤
試
験
用
飼
料

安
全
性
が
確
認
で
き
て
、
よ
う

や
く
家
畜
に
与
え
る
飼
料
が
完
成

し
ま
す
。
こ
の
飼
料
を
使
っ
て
豚

と
鶏
の
給
与
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
飼
料
給
与
実
証
試
験

豚
と
鶏
に
給
与
し
て
、
家
畜
へ

の
影
響
や
生
産
物
の
品
質
を
調
べ

ま
す
。

●
ま
と
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

試
験
の
結
果
を
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
ま
と
め
、
普
及
の

た
め
協
議
会
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
捨
て
ら

れ
て
い
た
食
品
廃
棄
物
を
資
源
と

し
て
有
効
利
用
し
た
安
全
な
飼
料

を
家
畜
に
給
与
し
、
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
高
品
質
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
一
口
メ
モ
☆

食
品
廃
棄
物
と
は
、
食
品
の

製
造
や
調
理
過
程
で
生
じ
る
動

植
物
性
残
さ
、
食
品
の
流
通
過

程
や
消
費
段
階
で
生
じ
る
売
れ

残
り
や
食
べ
残
し
等
。

食
品
循
環
資
源
と
は
、
食
品

廃
棄
物
の
う
ち
肥
料
・
飼
料
等

に
有
効
利
用
さ
れ
る
も
の
。

堆
肥
化
時
の
簡
易
な

脱
臭
方
法
に
つ
い
て

堆
肥
化
と
は
微
生
物
が
糞
尿
中

の
有
機
物
を
分
解
す
る
こ
と
を
活

用
し
、
土
壌
や
作
物
に
害
を
与
え

な
い
堆
肥
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

こ
の
有
機
物
が
、
水
や
炭
酸
ガ
ス

に
分
解
さ
れ
る
過
程
で
い
ろ
い
ろ

な
臭
気
が
発
生
し
ま
す
。
（
表
）

こ
れ
ら
の
臭
気
が
悪
臭
と
な
り

不
快
感
を
与
え
ま
す
。
脱
臭
す
る

に
は
水
洗
浄
方
式
や
燃
焼
法
、
吸

着
法
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
一

長
一
短
あ
り
、
ま
た
経
費
も
か
か

る
こ
と
か
ら
完
全
な
脱
臭
は
難
し

い
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
安
価

で
確
実
な
脱
臭
方
法
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
臭
気
の
中
で
ア
ン

モ
ニ
ア
の
脱
臭
方
法
が
見
つ
か
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
は
p
H
が
高
く
な

る
と
、
空
気
中
に
気
散
し
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
逆
に
利

用
す
る
方
法
で
す
。
酸
性
資
材
を

堆
肥
に
散
布
し
て
p
H
上
昇
を
抑

え
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
発
生
を
防
ぎ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
酸
性
水
や

木
酢
液
・
p
H
調
整
剤
（
ダ
ウ
ン
）

等
の
酸
性
資
材
を
堆
肥
に
散
布
し

ま
す
。
図
は
、
発
酵
中
の
牛
ふ
ん

堆
肥
に
水
・
十
倍
希
釈
し
た
p
H

調
整
剤
を
二
％
　
（
重
量
比
）
　
散
布

し
、
経
過
時
間
ご
と
に
、
ア
ン
モ

ニ
ア
濃
度
を
測
定
し
た
結
果
で
す
。

こ
の
場
合
、
無
添
加
区
や
水
散
布

区
に
比
べ
p
H
調
整
剤
を
散
布
し

た
区
が
、
低
下
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
酸
性
資
材
を
散
布
す
る

こ
と
で
ア
ン
モ
ニ
ア
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
な
お
、

散
布
量
等
が
多
す
ぎ
る
と
発
酵
が

停
止
し
た
り
し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

今
後
、
当
場
で
も
、
よ
り
効
率
・

効
果
的
な
脱
臭
方
法
に
つ
い
て
試

験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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放
牧
に
学
ぶ
！

－
多
面
的
機
能
を
引
き
出
す
移
動
放
牧
－

近
年
、
簡
易
な
電
気
牧
柵
を
利

用
し
て
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
和

牛
繁
殖
牛
を
放
牧
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
飼
養
管
理
の
軽
減
や
飼
料

費
の
縮
減
が
期
待
で
き
る
移
動
放

牧
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
狭
隘
な
土
地

基
盤
の
本
県
で
の
普
及
に
か
か
る

技
術
的
検
証
の
た
め
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
実
証
展
示
試
験
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
耕
作
放
棄
地
の
雑

草
管
理
に
移
動
放
牧
が
有
効
で
あ

り
　
（
写
真
一
、
二
）
、
本
県
に
お
い

て
も
移
動
放
牧
が
実
施
で
き
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
効
果
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
放
牧
で
き
る
よ
う
に

牛
を
馴
致
す
る
こ
と
が
前
提
条
件

で
す
。
牛
を
電
気
牧
柵
に
馴
ら
す

試
験
で
は
、
強
制
的
に
馴
ら
す
手

法
に
替
え
、
ロ
ー
プ
で
牛
を
繋
い

で
緩
や
か
に
馴
ら
す
手
法
を
開
発

し
ま
し
た
　
（
写
真
三
）
。

放
牧
牛
の
分
娩
や
そ
の
後
の
受

胎
も
順
調
で
、
産
子
も
発
育
良
好

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
移
動
放

牧
は
、
家
畜
の
低
コ
ス
ト
生
産
へ

の
可
能
性
は
も
と
よ
り
、
自
然
循

環
の
中
に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
環
境
の
保

全
、
生
物
多
様
性
の
維
持
や
獣
害

の
防
止
、
ひ
い
て
は
地
球
温
暖
化

の
防
止
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
牛
が
の
ん
び
り
草
を

食
む
風
景
を
見
て
、
心
に
安
ら
ぎ

を
覚
る
な
ら
こ
れ
も
ま
た
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
機
能
と
な
り
ま
す
。
移
動

放
牧
を
多
く
の
人
が
見
学
に
来
て

く
れ
れ
ば
都
市
と
農
相
の
交
流
に

つ
な
が
る
な
ど
、
移
動
放
牧
に
は

多
面
的
な
機
能
を
引
き
出
す
期
待

が
あ
り
ま
す
。

牛
の
雌
雄

産
み
分
け
技
術

牛
の
雌
雄
産
み
分
け
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
乳
用
牛
で
は
雌

牛
　
（
後
継
牛
）
　
を
、
肉
用
牛
で
は

計
画
的
な
雄
雌
の
生
産
が
で
き
る

の
で
、
経
営
面
で
非
常
に
期
待
の

高
い
技
術
で
す
。

方
法
は
、
受
精
卵
の
一
部
を
顕

微
鏡
を
覗
き
な
が
ら
金
属
刃
を
用

い
て
切
り
取
り
　
（
写
真
一
）
、
雄
特

有
の
遺
伝
子
　
（
D
N
A
）
　
配
列
を

調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
判
別
し
ま

す
。
判
別
結
果
が
わ
か
る
ま
で
、

移
植
用
の
受
精
卵
　
（
大
き
い
部
分
）

は
、
培
養
し
　
（
写
真
二
）
、
判
別
結

果
を
見
て
希
望
卵
を
移
植
し
ま
す
。

当
場
で
の
判
別
は
、
ラ
ン
プ
法
と

い
う
遺
伝
子
増
幅
法
を
採
用
し
て

お
り
、
約
一
時
間
で
判
別
で
き
ま

す
。
こ
の
方
法
は
操
作
が
簡
単
な

た
め
、
判
別
率
が
高
く
、
す
で
に

四
頭
の
子
牛
が
生
ま
れ
て
お
り
、

判
別
結
果
と
全
て
一
致
し
て
い
ま

し
た
。

現
在
、
判
別
し
た
受
精
卵
を
何

時
で
も
何
処
で
で
も
移
植
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
受
胎
率
の

高
い
凍
結
保
存
方
法
の
検
討
と
直

接
移
植
　
（
ダ
イ
レ
ク
ト
移
植
）
　
の

試
験
が
、
本
県
を
含
む
二
十
道
県

に
お
い
て
共
同
試
験
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
実
用
化
に
向
け
て

の
成
果
が
で
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
　
（
表
一
、
二
：
受
精
卵
移
植
普

及
定
着
化
事
業
　
雌
雄
産
み
分
け

技
術
、
平
成
十
五
、
一
六
年
度
共

同
試
験
成
績
よ
り
）
。

「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」

の
有
効
利
用

「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」
　
は
、
こ
れ

ま
で
の
試
験
成
果
か
ら
強
い
ア
ル

カ
リ
性
を
示
す
と
と
も
に
、
リ
ン

酸
や
加
里
等
の
肥
料
成
分
を
豊
富

に
含
む
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
未
利
用
資
源
の
有
効
利

用
と
い
う
観
点
か
ら
、
県
内
で
そ

の
処
理
に
苦
慮
し
て
い
る
廃
棄
キ

ノ
コ
菌
床
堆
肥
　
（
P
H
四
～
五
）

に
P
H
調
整
と
し
て
、
鶏
ふ
ん
焼

却
灰
を
添
加
し
、
コ
マ
ツ
ナ
栽
培

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

試
験
は
、
堆
肥
を
プ
ラ
ン
タ
ー

に
二
百
g
施
用
し
て
、
コ
マ
ツ
ナ

を
直
播
栽
培
し
、
そ
の
発
芽
率
、

最
大
葉
長
、
植
物
体
新
鮮
重
量
を

調
査
し
た
も
の
で
す
。

キ
ノ
コ
菌
床
堆
肥
に
鶏
ふ
ん
焼

却
灰
を
十
％
添
加
し
た
区
と
添
加

し
な
か
っ
た
区
で
比
較
し
て
み
る

と
、
栽
培
開
始
二
週
目
の
発
芽
率

は
、
添
加
区
七
十
四
％
、
無
添
加

区
六
十
六
％
、
栽
培
終
了
時
　
（
八

週
目
）
　
の
最
大
葉
長
は
、
添
加
区

九
c
m
、
無
添
加
区
八
c
m
、
植
物
体

新
鮮
重
量
は
、
添
加
区
六
g
、
無

添
加
区
四
・
六
g
と
鶏
ふ
ん
焼
却

灰
添
加
区
で
好
成
績
が
得
ら
れ
ま

し
た
。こ

れ
ら
の
試
験
結
果
か
ら
、
キ

ノ
コ
菌
床
堆
肥
に
鶏
ふ
ん
焼
却
灰

を
十
％
程
度
添
加
す
る
こ
と
で
、

P
H
が
中
和
さ
れ
、
堆
肥
化
が
促

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
堆
肥
の
肥

料
成
分
が
補
足
さ
れ
、
コ
マ
ツ
ナ

の
成
長
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

烏
骨
鶏
で
醤
油
を

造
り
ま
し
た

醤
油
は
大
豆
と
小
麦
だ
け
で
な

く
、
魚
や
鶏
な
ど
の
動
物
性
蛋
白

質
を
利
用
し
て
も
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
、
烏
骨
鶏
を
材
料

と
し
た
醤
油
を
国
内
で
初
め
て
、

小
豆
島
の
発
酵
食
品
研
究
所
と
共

同
で
試
作
し
ま
し
た
。
作
り
方
は
、

小
麦
・
大
豆
・
烏
骨
鶏
ミ
ン
チ
肉

を
三
分
の
一
ず
つ
混
合
し
て
、
後

は
通
常
の
製
法
ど
お
り
に
仕
込
み

発
酵
熟
成
さ
せ
ま
し
た
。

烏
骨
鶏
は
昔
か
ら
健
康
に
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
烏
骨

鶏
醤
油
が
ど
の
よ
う
な
効
用
を
も

っ
て
い
る
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
成
分
分
析
結
果
は
、
色
度

は
淡
口
醤
油
よ
り
薄
い
の
に
、
う

ま
み
成
分
で
あ
る
全
窒
素
は
、
濃

口
醤
油
以
上

と
い
う
特
徴

の
あ
る
醤
油

が

で

き

ま

し

た
。
ほ
の
か

な
独
特
の
香

り
も
あ
っ
　
て

好
評
を
博
し

ま
し
た
。

な
お
、
試

作
品
で
す
の

で
販
売
は
し

て
い
ま
せ
ん
。



かがわ畜試情報

畜　試　情　報　　第23号

県
有
種
雄
牛
の

利
用
状
況

過
去
十
年
間
の
子
牛
登
記
頭
数

は
九
千
二
十
五
頭
で
、
年
間
に
約

九
百
頭
の
子
牛
が
登
記
さ
れ
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
の
子
牛
の
母
方
祖
父
（
繁

殖
牛
の
父
親
）
は
、
県
有
種
雄
牛
の

「
但
馬
一
」
が
最
も
多
く
、
六
百
九

頭
で
、
次
に
　
「
北
国
7
の
8
」
が

五
百
一
頭
で
し
た
。
繁
殖
牛
の
父

牛
は
、
特
定
の
雄
牛
が
多
い
な
ど

の
傾
向
は
少
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

雄
牛
の
産
子
が
、
繁
殖
に
供
さ
れ

て
い
る
状
況
で
し
た
。

次
に
、
子
牛
の
父
牛
は
、
「
北
国

7
の
8
」
　
が
最
も
多
く
八
百
八
十

四
頭
で
あ
り
、
次
い
で
　
「
福
谷
福
」

で
し
た
。
繁
殖
牛
に
交
配
す
る
種

雄
牛
は
、
上
位
十
頭
で
全
体
の
約

六
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
気
の
あ
る
種
雄
牛
を
優
先
的
に

交
配
す
る
傾
向
が
伺
え
ま
す
。

平
成
十
六
年
に
子
牛
登
記
さ
れ

た
子
牛
の
父
牛
は
、
「
福
栄
」
が
最

も
多
く
、
百
六
十
一
頭
が
登
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
の
子
牛
生
産
は
、
肉
質
に

加
え
、
肉
量
の
増
加
に
も
期
待
で

き
る
種
雄
牛
（
左
図
〇
印
）
が
多
く

交
配
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

七
番
目
に
多
く
子
牛
登
記
さ
れ

た
県
有
種
雄
牛
「
讃
岐
金
福
」
　
の

産
子
の
枝
肉
成
績
は
、
特
に
脂
肪

交
雑
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
脂
肪
交
雑
は
、
枝
肉
単
価
に

大
き
く
影
響
す
る
項
目
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
脂
肪
交
雑
の
改
良
に
は
、

「
讃
岐
金
福
」
　
の
活
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

ま
た
、
県
有
種
雄
牛
「
讃
岐
美

方
」
は
、
「
産
子
が
大
き
く
な
る
。
」
、

「
枝
肉
共
励
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
。
」
な
ど
の
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
か
ら
か
、
今
年
に
な
っ

て
、
産
子
の
子
牛
登
記
頭
数
が
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
牛
作
り
は
腹
作
り
」

の
ウ
ソ
と
ホ
ン
ト

牛
飼
い
の
常
識
と
し
て
、
「
牛
作

り
は
腹
作
り
」
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
子
牛
の
哺
育
段
階
で
の
腹

作
り
は
、
特
に
重
要
で
す
。
こ
の

時
期
の
腹
作
り
の
方
法
を
誤
解
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

子
牛
の
哺
育
時
期
、
ミ
ル
ク
を

た
く
さ
ん
飲
ま
せ
れ
ば
体
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
一
の
誤

解
で
す
。
ま
た
、
腹
作
り
に
は
良

質
乾
草
が
一
番
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
第
二
の
誤
解
で
す
。

こ
の
時
期
の
未
熟
な
ル
ー
メ
ン

（
第
一
胃
）
を
十
分
に
発
達
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ミ
ル
ク
や
乾
草
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
十
分
な
穀
類

（
ス
タ
ー
タ
ー
）
を
食
べ
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

試
験
的
に
、
生
れ
た
子
牛
に
三

ヶ
月
間
、
ミ
ル
ク
あ
る
い
は
ミ
ル

ク
と
乾
草
だ
け
を
食
べ
さ
せ
ま
す
。

そ
の
子
牛
の
ル
ー
メ
ン
は
小
さ
く
、

胃
壁
の
繊
毛
　
（
乳
頭
状
の
突
起
）

は
未
発
達
で
薄
っ
ぺ
ら
い
感
じ
に

な
り
ま
す
。
一
方
、
適
切
に
ス
タ

ー
タ
ー
も
食
べ
さ
せ
た
子
牛
の
ル

ー
メ
ン
は
大
き
く
、
繊
毛
が
び
っ

し
り
と
生
え
て
い
ま
す
。

子
牛
の
ル
ー
メ
ン
は
、
三
ヶ
月

齢
ま
で
に
急
激
に
大
き
く
な
り
ま

す
。
胃
壁
の
表
面
に
無
数
の
絨
毛

を
発
達
さ
せ
、
栄
養
な
ど
を
吸
収

す
る
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
時
期

の
子
牛
に
は
、
ミ
ル
ク
や
乾
草
と

と
も
に
、
ス
タ
ー
タ
ー
が
腹
作
り

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
す
。

自
給
飼
料
中
の
硝
酸

態
窒
素
分
析
結
果

牛
の
硝
酸
塩
中
毒
は
多
量
の
硝

酸
塩
を
含
む
飼
料
作
物
、
牧
草
の

摂
取
に
よ
り
発
生
し
、
そ
の
経
過

は
急
激
で
、
呼
吸
困
雉
、
粘
膜
蒼

白
と
な
り
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま

た
近
年
、
硝
酸
塩
濃
度
の
比

較
的
高
い
飼
料
の
長
期
摂
取
に
よ
る

流
産
、
受
胎
不
良
、
乳
量
低
下
、
発

育
不
良
等
と
い
っ
た
慢
性
的
中
毒
の

危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
場
で
は
、
平
成
十
六
年
度
飼

料
分
析
推
進
指
導
事
業
に
よ
り
、
自

給
飼
料
百
二
十
九
件
の
硝
酸
態
窒
素

を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
安

全
と
さ
れ
る
千
p
p
m
以
下
の
も
の

が
八
十
二
％
を
占
め
た
も
の
の
、
給

与
量
に
制
限
が
か
か
る
千
一
～
二
千

p
p
m
の
も
の
が
十
四
％
、
妊
娠
牛

に
は
使
わ
な
い
方
が
良
い
と
さ
れ
る

二
千
p
p
m
を
超
え
る
も
の
も
四
％

あ
り
ま
し
た
。

自
給
飼
料
中
の
硝
酸
塩
濃
度
が

気
に
な
る
方
は
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
料
作
物
の
安
全
安
心

栽
培
へ
の
取
り
組
み

輸
入
農
産
物
の
残
留
農
薬
の
問

題
を
契
機
に
食
の
安
全
・
安
心
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
畜
産
物
を

提
供
す
る
た
め
、
餌
で
あ
る
飼
料

作
物
に
つ
い
て
も
安
全
に
栽
培
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
暖

冬
傾
向
と
降
雨
の
偏
り
は
、
飼
料

作
物
に
と
っ
て
雑
草
や
害
虫
の
被

害
を
甚
大
化
さ
せ
防
除
の
必
要
性

を
高
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
安
全
な
飼
料
作
物
を

栽
培
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
農
薬
に
の
み
頼
ら
な
い

新
た
な
防
除
方
法
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
耕
種
的
雑
草

防
除
技
術
が
あ
り
ま
す
。
部
分
耕

起
　
（
耕
起
す
る
と
雑
草
が
発
生
し

や
す
い
の
で
、
種
ま
き
に
必
要
な

部
分
だ
け
を
耕
起
）
　
で
種
を
播
き
、

あ
と
は
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
　
（
既
存

の
生
育
し
て
い
る
雑
草
）
　
を
使
っ

て
新
た
な
雑
草
の
発
生
と
繁
茂
を

抑
制
す
る
方
法
で
す
。

ま
た
、
飼
料
イ
ネ
栽
培
に
合
鴨

を
利
用
し
、
水
田
の
雑
草
や
害
虫

を
駆
除
す
る
合
鴨
農
法
を
活
用
し

た
方
法
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、

当
場
に
お
い
て
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
ソ
ル
ガ
ム
の
生
育
初
期
に
発

生
す
る
雑
草
や
害
虫
を
、
放
飼
さ

れ
た
鶏
を
使
っ
て
防
除
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ツ
イ
ン
ズ
誕
生

写
真
の
ウ
シ
は
双
子
で
す
。
今

年
七
月
十
三
日
の
夜
中
に
当
場
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
一
五

時
間
後
の
写
真
で
す
。

ウ
シ
の
双
子
が
自
然
に
生
ま
れ

る
確
率
は
、
一
～
四
％
と
ほ
ん
の

わ
ず
か
だ
そ
う
で
す
。

一
年
に
一
頭
し
か
生
ま
れ
な
い

子
ウ
シ
を
人
為
的
に
二
頭
以
上
生

ま
せ
る
方
法
に
　
「
受
精
卵
移
植
技

術
」
　
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
法
に

は
、
「
追
い
移
植
」
と
「
二
卵
移
植
」

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
発
情
時

に
人
工
授
精
を
実
施
し
、
同
じ
発

情
の
七
～
八
日
目
に
受
精
卵
を
黄

体
と
反
対
側
の
子
宮
角
に
移
植
し

ま
す
。
後
者
は
発
情
後
七
～
八
日

目
に
受
精
卵
を
二
個
、
移
植
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
一
個
の

受
精
卵
を
半
分
に
分
割
し
た
受
精

卵
を
移
植
し
て
生
ま
れ
た
一
卵
性

双
子
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
一
卵

性
双
子
は
、
遺
伝
的
な
影
響
を
排

除
で
き
る
こ
と
か
ら
、
各
種
試
験

に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
肉
牛
の
産

肉
性
を
調
べ
る
試
験
　
（
産
肉
能
力

検
定
：
ク
ロ
ー
ン
検
定
）
　
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
ツ
イ
ン
ズ
は
、
確
率

四
％
以
内
の
牛
た
ち
で
す
。
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ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の

研
修
生

今
年
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
日
し
て
い
る

北
浦
エ
ー
デ
ル
直
樹
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

北
浦
さ
ん
は
、
開
拓
精
神
あ
ふ

れ
る
若
き
日
系
二
世
で
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
高
松
空
港
の
約
三
倍
の

土
地
に
牛
五
百
頭
、
豚
三
百
頭
、

羊
百
頭
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
六
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
家
族
と
と
も
に
経

営
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
、

農
業
高
校
を
卒
業
後
、
北
海
道
で

酪
農
実
習
を
さ
れ
一
旦
帰
国
後
、

お
父
さ
ん
の
故
郷
香
川
県
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
研
修
に
取
り
組
む
姿

勢
は
誠
実
か
つ
積
極
的
で
す
か
ら

実
験
作
業
で
は
即
戦
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
も
大
好
き
で
、

日
本
に
来
て
か
ら
、
剣
道
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
畜
産
農
家
へ
見
学
に

行
っ
た
時
、
狭
い
柵
に
窮
屈
そ
う

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
家
畜
を

見
て
　
「
か
わ
い
そ
う
」
と
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。
「
趣
味
は
？
」
と
尋

ね
る
と
　
「
農
業
」
と
返
っ
て
く
る

コ
ー
ヒ
ー
色
の
熱
い
ま
な
ざ
し
に

は
、
巨
大
な
希
望
が
イ
グ
ア
ス
の

滝
か
ら
沸
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

き
っ
と
大
自
然
と
共
存
し
た
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
る
牧
場
を
営
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

帰
国
後
は
、

香
川
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
架
け
橋
と

な
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

子
豚
物
語

涙
無
く
し
て
語
れ
な
い
、
母
と

過
ご
し
た
三
週
間
。
泣
く
な
き
ょ

う
だ
い
明
日
が
あ
る
、
今
日
か
ら

僕
ら
は
乳
離
れ
、
仲
良
く
過
ご
す

柵
の
な
か
、
記
念
に
も
ら
っ
た
登

録
証
、
足
腰
丈
夫
で
胴
長
よ
！

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
る
発
育
性
！
元
気
な
体

は
風
邪
知
ら
ず
！

父
か
ら
も
ら
っ
た
素
質
に
は
ロ

ー
ス
の
太
さ
が
抜
群
さ
！
母
か
ら

も
ら
っ
た
愛
情
は
子
育
て
上
手
を

受
け
継
い
だ
。

涙
も
乾
け
ば
腹
も
減
る
、
た
っ

ぷ
り
食
べ
り
や
眠
く
な
る
、
喧
嘩

は
す
る
が
い
じ
め
は
し
な
い
。

忘
れ
な
い
で
よ
僕
達
の
、
短
い

豚
生
伊
達
じ
ゃ
な
い
。
や
が
て
僕

ら
は
肉
に
な
る
、
さ
れ
ど
驚
け
こ

の
旨
さ
、
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
・
豚
カ

ツ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ビ
タ
ミ
ン
元

気
が
詰
ま
っ
て
る
。
和
洋
中
華
と

彩
ら
れ
、
外
食
内
食
給
食
と
食
べ

て
く
れ
れ
ば
そ
り
ゃ
本
望
。
忘
れ

ち
ゃ
な
ら
な
い
五
臓
六
腑
、
捨
て

る
と
こ
な
ど
あ
り
や
し
な
い
。
生

ま
れ
な
が
ら
の
さ
だ
め
と
て
、
夕

日
に
に
じ
む
哀
愁
歌
。
合
掌
。

に
わ
で
に
わ
に
わ
と
り

を
飼
っ
て
み
よ
う
！

当
場
に
は
、
独
自
に
開
発
し
た

讃
岐
コ
ー
チ
ン
と
い
う
美
し
く
、

性
質
の
穏
や
か
な
鶏
が
い
ま
す
。

純
粋
種
は
産
卵
性
が
低
い
た
め
、

卵
用
鶏
と
交
配
し
て
改
良
種
「
卵

用
讃
岐
コ
ー
チ
ン
」
を
一
般
販
売

し
て
い
ま
す
。

こ
の
鶏
は
、
温
順
で
人
懐
こ
く
、

卵
も
よ
く
生
む
と
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
年
間
二
～
三
千
羽
が
一
般
家

庭
に
嫁
い
で
い
き
ま
す
。
鶏
が
好

き
、
新
鮮
な
卵
が
食
べ
た
い
、
畑

や
庭
の
雑
草
と
り
の
た
め
な
ど

様
々
な
理
由
で
、
皆
様
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

鶏
を
飼
う
メ
リ
ッ
ト
は
他
に

①
残
飯
が
無
駄
に
な
ら
な
い
。

②
木
や
花
の
害
虫
も
食
べ
る
。

③
動
作
が
愉
快
。

④
鶏
糞
は
肥
料
に
な
る
。

な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
五
人

家
族
な
ら
二
～
三
羽
い
れ
ば
十
分

で
す
。
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
、

鶏
を
飼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
ず

は
、
ひ
な
・
餌
・
小
屋
を
準
備
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
ひ
な
〉
前
述
の
卵
用
讃
岐
コ
ー
チ

ン
は
、
ほ
ぼ
毎
月
孵
化
し
て
い
ま

す
。
一
羽
当
た
り
二
百
五
十
円
＋

日
齢
×
五
円
で
す
の
で
、
一
ヶ
月

ひ
な
で
、
約
四
百
円
で
す
。
こ
れ

よ
り
小
さ
い
と
管
理
も
難
し
い
の

で
、
こ
れ
よ
り
大
き
な
ひ
な
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

〈
餌
〉
市
販
の
成
鶏
用
餌
と
、
残
飯
、

野
菜
く
ず
、
雑
草
、
く
ず
米
な
ど

を
並
行
し
て
や
る
の
が
簡
単
で
す
。

鶏
は
自
分
に
必
要
な
量
だ
け
食
べ

ま
す
。
か
き
殻
等
の
カ
ル
シ
ウ
ム

補
給
も
忘
れ
ず
に
。

〈
小
屋
〉
二
～
三
羽
を
庭
で
飼
う
な

ら
半
畳
位
で
い
い
で
し
ょ
う
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

①
床
を
ス
ノ
コ
状
に
す
る
。

（
糞
が
下
に
落
ち
清
潔
で
、

乾
燥
も
速
く
臭
い
が
気
に
な

ら
な
い
。
）

②
小
屋
を
ブ
ロ
ッ
ク
等
で
高
く

す
る
。
（
掃
除
し
や
す
く
、
小

屋
が
長
持
ち
す
る
。
）

③
巣
箱
（
産
卵
箱
）
　
を
入
れ
る
。

（
菓
子
箱
の
よ
う
な
も
の
で

よ
い
。
中
に
わ
ら
、
も
み
が

ら
、
新
聞
紙
を
細
く
裂
い
て

入
れ
る
。
）

④
卵
を
採
る
た
め
の
小
口
を
作

る
と
便
利
。

⑤
金
網
は
被
服
が
あ
り
、
丈
夫

な
も
の
を
使
う
。

時
々
外
に
出
し
て
運
動
さ
せ
る

と
良
い
で
す
。
無
理
な
時
は
、
止

ま
り
木
や
砂
浴
び
箱
を
入
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

写
真
の
模

型
は
、
ど
ち

ら

も

コ

ン

パ

ネ
二
枚
、
垂

木
六
本
、
真

竹
少
々
で
作

れ
ま
す
。
手

近
な
材
料
で
工
夫
し
て
み
る
の
も

楽
し
い
で
す
よ
。

鶏
は
三
年
を
過
ぎ
る
と
卵
を
あ

ま
り
産
ま
な
く
な
り
ま
す
。
寿
命

は
十
年
く
ら
い
あ
り
ま
す
の
で
飼

う
に
は
そ
の
辺
の
覚
悟
も
必
要
で

す
。
の
ら
鶏
に
は
し
な
い
で
ね
。

そ
の
他
鶏
の
飼
養
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
養
鶏
担
当
ま
で
お
気
軽
に
。

畜
産
試
験
場
の
諸
活
動


